
 

利益相反自己申告書提出の流れ 

 

〇利益相反自己申告実施の目的 

 本学教職員が外部資金を利用した研究や産学官連携を円滑に実施する場合、利益相反マネジメ

ントが必要になります。利益相反マネジメントは、教職員の利益相反を適切に管理し，教職員の

不利益の防止を図ることを目的にしております。 
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５月 
様式１を提出 

○毎月 10 日 利益相反管理委員会開催 

〇審査申請期限 

・随時申告：前月 20 日 

・定期申告： 5 月 20 日 

各様式は下記よりダウンロードできます。 

様式１、２ 

\\sv13.cns.tohoku-mpu.ac.jp\public-教室共有\利益相反自己申告関係書類 

研究者利益相反申告書様式Ｃ（厚生労働省書式） 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000163417.html 

上記 URL 内における、excel ファイル「参考資料：ガイダンス様式部分のみ」の様式 C に

ついてご記入のうえ、ご提出ください。 
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自己申告書提出に関するＱ＆Ａ 

Ｑ：申告書はどのように入手できますか？ 

Ａ：学内電子掲示板に掲載いたします。 

 

Ｑ：複数の研究費の交付を受けている場合は、どうすればよいですか？ 

Ａ：研究課題毎に申告願います。 

 

Ｑ：随時申請は、いつ申告すればよいですか？ 

Ａ：公的研究費の交付申請時、受託研究申込時、共同研究申請時等、外部研究 

資金申請時及び臨床研究における倫理審査申請時に提出願います。 

 

Ｑ：公的研究費等、数年に渡って交付される場合、交付の度（毎年）に随時申告は出すのですか？ 

Ａ：最初に交付を受けたときに随時申告を提出いただき、その後は定期申告の際に記載いただき

提出ください。 


